
マイクロプロセッサの誕生と
黎明期のパーソナルコンピュータ

オープンソース戦略が生んだ

TK-80とPC-8001の成功

後藤富雄



素人の部品屋がなぜパソコン事業を・・・・・

• 日本のパソコンの黎明期、多くの企業が参入したが

• 一時期NECがパソコン市場を席捲した

• 既に多くの紹介があるが、私個人が当事者として経験し
たことをお伝えする



NECマイコン、パソコン年表

１９６６ NEC入社

１９６８ インテル創立 1969ウッドストックロックフェス

１９７０ NEC4ビットマイコンチップ開発

１９７１ インテル i４００４

１９７３ NEC μCOM４

１９７４ NEC μCOM８（i８０８０互換）

１９７６ NEC TK-80 秋葉原Bit-Inn

１９７７ アスキー誌創刊

１９７８ NECマイコンショップ一号店

１９７９ NEC CompoBS/TK-80

１９７９ NEC PC-8001発表、発売

１９８１ NEC PC8800 PC6000

１９８２ NEC PC9801 PC100



自己紹介
幼児の頃

• 貧乏でも幸せだったと思う。

• 未来に希望があった。



三重県 河芸町 の寺子屋で習字





親父について

• 何でも自分で工夫して作ってしまう

• 家の増築は現物合わせで大工を真似る

• カメラに凝った引き伸ばし機自作

現像の手伝いがうれしかった

自分の好奇心はこの頃培われたと思う



中３の時

• 5年制の高専というのが出来るそうだ。

• 難しそう、受けたらやっぱし落ちた。

• 3月末 補欠入学の通知が来た。

• 4月末 校舎もないまま 入学式
けど教官は 皆大学教授だった！



鈴鹿高専創立時 教官 入学式、仮校舎、遠泳大会



高専時代

• 教師が学生の資質を信じてくれていた

• 殆どの学生は 猛勉強した 運動もやった

• カリキュラムが決まってないので先生も真剣、
良く準備をしておられた

卒業までコンピュータは一台も無かった

５年工場実習 ＮＥＣ研究所無線研究室



憧れの日本電気入社 1966年

• ﾗｼﾞｵ少年の夢は…    無線通信事業部

• 現実は厳しい…… 半導体事業部へ

でもそこには

• 立派な先輩、仲間 がいた

• 未知の事業への夢があった

• 自主勉強会は大学の雰囲気

• 若い技術者が大切にされた







上司 渡辺和也

• 後にパソコンの父と呼ばれる

• 柔和なまなざしに秘めた闘志

• 時代を読む力

• やんちゃな私を泳がせて下さった

• 仕事はどこでやっててもいいよ

• 勉強するチャンスは幾らでもいただいた



新入社員の頃、NEC玉川事業所、研究所テニスクラブの合宿





石の上にも3年

• 生産設備（自動テスタ）技術職がいやだった

けれど

• LSIテスタのコントローラはミニコンPDP8

• コンピュータのハード、ソフトを独習できた

• マイクロプロセッサ誕生 チャンス到来！

• ソフト・ライブラリーの重要性を幹部にメモ

• 九州日本電気に出向 マイコン応用の実験に没頭



DECのミニコンPDP-８ 図面、ライブラリー
がオープンソース 独学で学べた



LSIテスター MH134

テスタの開発と稼働が仕事であった 後藤（右）



すべてはPDP８に教わった

• DECのミニコン PDP８

• 回路図、ソースコード全てオープン

• DECUS ユーザーズ会

• フリーライブラリー

• オープン の重要性を学んだ



マイクロプロセッサー誕生
量産するぞ
しかし

すぐには売れなかった

• 講習会で説明しても理解できない

• 経験させるのが最善！



マイコンチップを売るために

• プログラマの大量育成に安価なキット

• マイコンのトレーニングキット ＴＫ－８０

• オープンの思想

• 知恵を借りる

• 自作させる

• 宣伝 啓蒙 拠点 BIT-INN



KIM-1

(6502 Board Computer)



電電公社 横須賀中研 データ応用研究室向け 試作品 パネル側



電電公社 横須賀中研 データ応用研究室向け 試作品 実装面側











マイコン販売部



西和彦、ビルゲイツとの出逢い

• NECの最初のパソコンは

二人の天才と 大企業の異端児達の
共同作品 であった

• デファクトスタンダードを目指した

Ｗｅ ｓｅｔ ｔｈｅ ｓｔａｎｄａｒｄ



西和彦とビルゲイツ １９７８年



第一回West Coast Computer Fair We Set the Standardの標語



Microsft共同創業者 ポール・アレン氏



ＴＫ８０，ＰＣ８０００はなぜ成功

• タイミング

• デファクトスタンダードを採用

• オープンポリシーに徹した

サードパーティとの協業

マイコンショップ展開による親派の形成

渡辺和也氏の夜打ち朝駆けのトップ根回し

業界との真剣な付き合い

サードパーティへの親身なサービス



パソコン黎明期の成功の背景

• 「人・物・金」はあたりまえ

• デファクト・スタンダード

• オープン・ポリシー

• 最新情報 （インサイド、アウトサイド）

• 渡邊和也＋西和彦＋若い異端児達

• 役員の理解と責任委譲 大内副会長

• 最も大切なのは時間（早いタイミング）



パソコン黎明期の成功の背景２

・秋葉原にBit-Inn開設

・電子デバイスグループ独自の販売ルート

・全国にマイコンショップ展開



秋葉原 Bit-Inn



PC８００１



PC8001システム



石田晴久先生、島さん、安田寿明先生と後藤



Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｆｏｒｕｍ

• ロスチャイルド財閥 主催

• Ｂｅｎ Ｒｏｓｅｎ 司会

• インベスターと企業家の出会いの場

• ゲーツ、キルドール、ジョブス等と







日本版STARを作ろう！

• XeroxSTARWorkstation











アラン・ケイ博士と 2001年





パーソナルコンピュータが目指したものは

個人の知的能力を拡大するもの

しかし

多くは企業の仕事の効率を上げる道具

再び目指そう

Personal ｃomputer is personal again!  
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